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 近年、学校の授業が大きな転換期を迎えており、教師が知識を教え込む授業から教師が子どもの

学びを支える授業に変わってきています。 

 今年度から北海道教育委員会では、『ほっかいどう「こどもまんなか」学び創出事業』に取り組

み、より一層子どもが中心となった授業を目指しているところです。本校は、この事業の指定校に

なっており、子どもの学びに向かう気持ちを大切にした授業を目指し、国語を中心としながら、各

教科においても次の視点から日々授業改善を行っています。 

 

①  子どもが楽しいと思える授業 

②  子どもが学び方を自ら選んだり考えたりして進める授業 

③  子どもが自己有用感を味わえる授業 

 

 学校の授業は、１つの内容を数時間かけて学びます。子どもが学習内容を理解したり、考える力

を身に付けたりするために、一時間一時間の学習のねらいがあります。漢字の書き取りや計算の技

能を身に付ける学習も大切です。時には知識や技能をしっかりと教え、時には「こどもまんなか」

で、子どもに自ら学ぶ楽しさを実感させていきます。 

【第５学年 算数】 
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◇学校教育目標「よく考え、たくましく生きる子どもの育成」 

◇重点目標「成長を実感し自己有用感を高める子どもの育成」

◇合言葉「いつでも どこでも 力いっぱいがんばる南っ子」 

ＴＥＬ：２－４１６４ ＦＡＸ：２－４１６５           
メール：nyr-minami-sho@hokkaido.school.ed.jp 
学校ホームページ  http://www.city.nayoro.lg.jp/school/s_nayorominami/ 

 

教科書の図を使い、仲間と相談しなが

ら解き方を考えている子どもたち 

学級担任にアドバイスをもらいなが

ら解き方を考えている子どもたち 

仲間と相談し、黒板に図をかきながら

問題を解いている子どもたち 

「こどもまんなか」の授業づくり 
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学校では、地震や火災等の自然災害、不審者への対応等、様々な場面での身の守り方を学習しま

す。 

 5月１９日（火）に、不審者防犯訓練を行いました。不審者への対応の仕方についての動画を視

聴し、警察署の方から気を付けてほしい点等の話をしていただきました。その後、学級で学習の振

り返りをし、自分の身を守る意識を高めることができました。 

 

１ 知らない人にはついていかない 

２ 知らない人の車にのらない 

３ おおごえを出す（助けを呼ぶ） 

４ すぐ逃げる 

５ 大人の人にしらせる 

 

 名寄南小学校では、今回の訓練を基にして、繰り返し不審者から身を守る指導をしていきます。

また、大声を出すことが難しい場面がありますので、防犯ブザーの使い方も指導していきます。防

犯ブザーは、毎年入学と同時に、北星信用金庫様から１年生全員に寄贈していただいております。 

 不審者に会ったら、すぐに逃げて、大人の人に知らせる

必要があります。学校では、自宅、学校、公共施設、南小

110番の家に避難するよう指導しています。 

南小 110 番の家には、安心会議で地域の町内会を通じ

て、右のステッカーを玄関先に貼っていただいております。

ご協力いただいている地域の皆様、ありがとうございます。 

もし、子どもが不審者に会って逃げてきたら、すぐに警

察に連絡をお願いします。学校にも一報いただければと存

じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不審者防犯訓練（自分の身を守る） 

不審者から身を守る合い言葉 

「いかのおすし」 

子どもたちは、動画で真剣に不審者対応について学びました 
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名寄南小学校では、年６回「南っ子タイム」が行われま 

す。「南っ子タイム」は、担当学年の子どもたちが学習の 

成果を全校児童の前で発表し、全校でよさを認め合う

ことで、思いやりの心を育む時間です。 

 ５月１８日（月）に第１回が行われ、４年生が発表しまし

た。内容は、体育のリズムダンスで学習した「カリスマック

ス」です。４年生は、学習の成果として「カリスマックス」の

踊りを元気いっぱいに披露してくれました。会場は手拍子

で包まれ、子どもたち、教職員が心を一つにして、４年生

の頑張りを応援しました。 

 

 

 

毎年実施されていますが、今年度も１・２年生の希望者を対象とした放課後学習会「ボラスタ」を実

施します。 

ボラスタは、名寄市立大学の学生、地域の方々がボランティアとして参加し、本校の教職員とともに

国語や算数の個別指導を行う取組です。 

年７回行われ、学習時間は１４：３０～１５：００の３０分間です。６月１日（月）からスタートです。 

   子どもたちの学習に対する不安を解消し、学習への意欲を高めることができるよう取り組んでまい

ります。 

  １年生が入学してから２ヶ月が経とうとしています。学校生活に慣れ、楽しく学習に取り組んでいます。 

５月１日（金）には１年生を迎える会がありました。 

１年生は、３年生からプレゼントしてもらったメダルを首にかけ、６年生と手をつないで入場し、２～５年

生に温かく迎えられました。 

  児童代表からの歓迎の挨拶があり、４・５・６年生が１年生に向けて学校紹介をしました。 

  ４年生は、劇風に学習の紹介をしました。体育の紹介をしている子どもたちに「かっこいい！」などの声

援が挙がるなど、魅力のある発表ができました。 

  ５年生は、クイズや動作化をしながら、遠足・運動会・学習発表会の紹介をしました。映像等を用いな

がら分かりやすく紹介することができました。 

６年生は、学校の決まりをクイズ形式で紹介しました。楽しくクイズに答えられるような工夫をし、会場

が盛り上がっていました。 

 最後に、１年生がお礼として歌を歌い、これからの南っ子としての生活に期待を膨らませていました。 

１年生入場の様子 

４年生発表の様子 ５年生発表の様子 

４年生がダンスを披露している様子 
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 学校運営協議会は、地域住民、保護者、学校がとも

に子どもたちの成長を支える組織です。名寄南小地区

学校運営協議会は、毎年、学校が目指す子どもの姿を

共有し、教育活動に協力をしていただいています。 

  昨年度は、学校運営協議会の皆さんに２年生の町

探検の訪問先や６年生の総合的な学習の時間の外部

講師を紹介していただき、充実した教育活動を推進す

ることができました。 

今年度は、５月１２日（火）に、第１回学校運営協議会

が開催されました。まずは、学校が目指す子どもの姿を

共有しました。そして、学校運営協議会の皆さんと「南っ

子に期待する姿」をテーマに意見交換を行いました。 

詳細は町内会の回覧板でコミュニティ・スクール通信

を回覧しておりますのでご覧ください。 

 

 

         （５/2９現在） 

 
 

1日(月)朝会 ボラスタ① 

        特別支援保護者懇談⑤ 

3日(水)遠足（１～４年） 

4日(木)内科検診（４～６年） 

        校外学習（４年） 

5日(金)避難訓練（地震） クラブ② 

8日(月)水泳学習（３年） 

9日(火)算スタ② 食育２年 

避難訓練予備日 

１０日（水）Ｂ日課 水泳学習（２年） 

１１日（木）～１２日（金）宿泊研修（５年） 

１５日（月）南っ子タイム（２年） 

算スタ③ 水泳学習（１・４年） 

１７日（水）遠足予備日 フッ化物洗口 

１８日（木）～１９日（金）修学旅行（６年）          

２２日（月）～２５日(木)Ｂ日課 教育相談 

２６日（金）児童会③ 

２９日（月）水泳学習（６年） 

３０日（火）出前授業（３年） 

※あくまで予定です。変更になる場合があります。 

６月の帰宅時刻は「１８時」です！ 
（暗くなり始めると不審者出没の可能性が高ま
ります。ご家庭で約束を決め、帰宅時刻を守るよ
うにしましょう。） 

 
 
 

名寄南小学校では、体育の学習の充実及び体力・運動能力の向上を目指して、体育専科による授業

を全学年で実施しています。 

５月２２日（金）に、授業の質の向上を目指し、近隣の学校の教員に授業参観いただき、授業改善の

ための協議を行いました。参観いただいた授業は、第６学年の跳び箱です。 

本校は、体育だけではなく、様々な授業で質の向上を目指し、教職員が切磋琢磨し合いながら、日々

授業改善を行っています。 

児童の安全確保のため、登下校（送迎）の正面駐車場の利用を控えていただきありがとうございます。 
ご協力に感謝いたします。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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